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1.　本研究は衣服 の着方及 び環境条 件を変 えて， それ

に ともなう基礎代謝 量並びに動 脈血COz 分圧 の変動 を調

査 し，被服材料 の諸性能 との関連におい て衣服 の重 ね着

に対する検討を試 みた ところ若干 の結果を得 たので報 告

する。

2. 食餌 その他 の生 活条件 をほぼ同一 にし た女 子短 大

学生 ４人 を被検者 とし て,  31°C,  75％R.H.,  20°C, 65%

R.H･ ，7 °/"* 75%の３種 の条 件で無風 状態の下 で,  6種

類 の衣服 の組合 わせを変 えて重 ねて着衣し ，安 静状態で

それぞれ の組合 わせにおける基 礎代謝 量と動脈血COj 分

圧 をSanborn 製基礎代謝計及びフ クダ製Breath Anal･

yzer を使用し て測定し た。また それぞれ の 衣服 の組合

わせ による通気性 ，保 温性その他の諸 性質 の変化を測定

し た。

3. 基礎代謝量においては30 °Cの場合は着衣の 厚さ

の増加にともない， ま た7 °Cの場合には 着衣の 厚さの

減 少にともなって代謝 量は増加する。

動脈血 Ｃ０２分圧 につい ては全般 に30 °C,  20°C,   7 °C

の順に低くな り，30 °C,   20°Cの場合は 着衣の厚さの減

少にと もない上昇ナるに対し, 7 °Cの場合は逆に着衣の

厚 さの減少と共 に低下して生体防衛反応的 なものが考え

られた。なお呼気中のC02 含量に つい て も ほぼ動脈血

C02 分圧 と同様 の傾向 が見られた。


